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1
月
30
日
、
東
京
土
建
教
宣
部
は
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
「
2
0
2
2
年
度
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

審
査
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
各
賞
に
輝
い
た
の
は
以
下
の
支
部
機
関
紙
、
記
事
と

写
真
で
す
。
審
査
は
、
正
垣
尊
清
全
建
総
連
教
宣
部
長
、
伊
藤
篤
日
本
機
関
紙
協
会
理
事
、
向
井
光
也
年

金
者
し
ん
ぶ
ん
編
集
長
（
元
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
）
、
東
海
林
智
毎
日
新
聞
社
会
部
記
者
、
上
原
誠
東

京
土
建
教
宣
部
長
、
吉
川
豊
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
の
5
人
で
行
な
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募

数
は
支
部
機
関
紙
が
30
支
部
、
記
事
が
65
記
事
、
写
真
が
52
枚
で
し
た
。

機
関
紙
賞
は
西
多
摩
支
部
の

「
鉾
杉
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
審

査
会
で
は
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う

機
関
紙
を
推
す
と
い
う
接
戦
で
し

た
。
上
位
の
支
部
の
実
力
が
拮
抗

し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

仲
間
を
多
く
登
場
さ
せ
る
こ
と

が
読
ま
れ
る
機
関
紙
の
セ
オ
リ
ー

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
見

せ
方
の
工
夫
を
求
め
ら
れ
る
レ
ベ

ル
に
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
他
紙
と
の
比
較
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
紙
が

か
つ
て
作
製
し
た
も
の
と
比
べ
る

観
点
も
必
要
で
し
ょ
う
。

機
関
紙
賞

「
鉾
杉
」
西
多
摩
支
部

特
選

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
戸
川
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

入
選

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
墨
田
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
練
馬
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
し
ん
じ
ゆ
く
」
新
宿
支
部

「
指
金
」
中
野
支
部

記
事
賞
・
支
部
機
関
紙
よ
り
（
以

下
敬
称
略
）

「
自
身
に
も
で
き
る
支
援
と
は
」

瀬
里
澤
孝
昌
（
足
立
）

「
下
町
人
情
〜
荒
川
の
味
〜
」
堀

井
龍
二
（
荒
川
）

「
労
災
認
定
ま
で
の
道
」
長
谷
川

宏
（
墨
田
）

「
こ
こ
ろ
が
壊
れ
た
瞬
間
」
石
田

里
美
（
江
戸
川
）

「
自
宅
改
修
工
事
を
仲
間
で
施
工
」

佐
藤
大
地
（
練
馬
）

「
職
場
体
験
」
天
野
由
紀
（
西
多

摩
）

記
事
賞
・
け
ん
せ
つ
よ
り

2
3
8
5
号
「
取
調
の
違
法
性
を

確
認
」
野
村
和
好
（
品
川
）

2
3
9
6
号
「
感
動
、
負
債
、
犠

牲
者
」
金
子
寿
道
（
渋
谷
）

2
3
8
7
号
「
公
契
約

全
会
一

致
で
」
藤
野
雅
人
（
中
野
）

2
3
8
2
号
「
歴
史
垣
間
見
え
る

お
寺
」
升
川
明
（
三
鷹
武
蔵
野
）

2
4
0
9
号
「
困
っ
た
ら
憲
法
で

す
」
阿
部
史
夫
（
清
瀬
久
留
米
）

記
事
賞
・「
忘
れ
え
ぬ
こ
と
」よ
り

2
4
0
0
号「
天
国
の
妻
に
感
謝
」

市
瀬
隆
（
葛
飾
）

2
3
8
1
号
「
今
の
人
生
観
培
っ

た
」
三
國
俊
二
（
葛
飾
）

2
3
8
5
号
「
刺
激
く
れ
た
大
工

さ
ん
」
野
口
一
徳
（
新
宿
）

2
4
0
8
号
「
心
な
い
一
言
に
苦

笑
い
」
西
川
哲
郎
（
西
多
摩
）

2
3
9
6
号
「
駐
在
来
た
ら
教
え

て
」
渡
邊
昭
作
（
府
中
国
立
）

写
真
賞

森
和
夫
（
足
立
）

内
田
恒
夫
（
板
橋
）

根
井
良
聡
（
目
黒
）

近
藤
日
登
美
（
世
田
谷
）

喜
多
正
之
（
杉
並
）

日
本
機
関
紙
協
会
の
「
2
0
2

3
年
全
国
新
年
号
機
関
紙
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
審
査
は
2
月
4
日
に
、

南
大
塚
の
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
東
京
土
建
か
ら
の

応
募
紙
等
は
以
下
の
よ
う
な
評
価

と
な
り
ま
し
た
。

★
労
働
組
合
単
組
・
市
民
団
体
都

道
府
県
本
部
機
関
紙
の
部

優
秀
賞

「
け
ん
せ
つ
」
本
部

★
労
働
組
合
支
部
・
市
民
団
体
支

部
機
関
紙
の
部

優
秀
賞

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

特
別
賞

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

写
真
賞

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

審
査
委
員
特
別
賞

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
北
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
練
馬
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
指
金
」
中
野
支
部

「
み
ち
し
る
べ
」
三
鷹
武
蔵
野
支

部「
建
設
ま
ち
だ
」
町
田
支
部

「
小
平
東
村
山
」
小
平
東
村
山
支

部佳
作

「
ぶ
ん
き
ょ
う
」
文
京
支
部

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
東
支
部

★
労
働
組
合
分
会
・
市
民
団
体
班

な
ど
の
機
関
紙
の
部

最
優
秀
賞

「
は
ら
か
ら
」
板
橋
支
部
徳
丸
分

会優
秀
賞

「
た
か
ま
つ
」
練
馬
支
部
高
松
分

会奨
励
賞

「
福
寿
草
」
板
橋
支
部
イ
キ
イ
キ

会

特
別
賞

「
新
と
よ
た
ま
」
練
馬
支
部
新
豊

玉
分
会

審
査
委
員
特
別
賞

「
奥
戸
3
9
4
人
」
葛
飾
支
部
奥

戸
分
会

「
大
山
」
板
橋
支
部
大
山
分
会

「
北
町
奉
行
」
板
橋
支
部
大
谷
口

北
分
会

「
志
村
坂
上
新
聞
」
板
橋
支
部
志

村
坂
上
分
会

「
た
に
し
」
北
支
部
西
ケ
原
分
会

「
貫
井
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
支

部
貫
井
分
会

「
ひ
だ
ま
り
」
練
馬
支
部
石
神
井

台
分
会
女
性
の
会

「
菜
の
花
」
練
馬
支
部
石
神
井
分

会
女
性
の
会

「
か
た
く
り
」
練
馬
支
部
北
大
泉

分
会

「
南
部
の
仲
間
」
渋
谷
支
部
南
部

分
会

「
か
な
め
」
中
野
支
部
か
な
め
の

会「
チ
ョ
ッ
ト
お
つ
き
あ
い
」
杉
並

支
部
主
婦
の
会

「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
小
平
東
村
山

支
部
美
園
分
会

佳
作

「
ほ
ん
で
ん
」
葛
飾
支
部
本
田
立

石
分
会

「
青
戸
分
会
」
葛
飾
支
部
青
戸
分

会「
中
央
」
葛
飾
支
部
中
央
分
会

「
女
性
の
会
か
つ
し
か
」
葛
飾
支

部
女
性
の
会

「
み
な
み
・
す
な
」
江
東
支
部
南

砂
分
会

「
え
ぷ
ろ
ん
」
江
東
支
部
女
性
の

会「
お
お
や
ぐ
ち
」
板
橋
支
部
大
谷

口
分
会

「
中
央
」
板
橋
支
部
中
央
分
会

「
お
ば
ん
で
す
」
板
橋
支
部
氷
川

分
会

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
前
野
中
台
」
板

橋
支
部
前
野
中
台
分
会

「
ひ
ま
わ
り
」
板
橋
支
部
蓮
根
分

会「
舟
高
新
聞
」
板
橋
支
部
舟
渡
高

島
分
会

「
新
赤
瓦
版
」
板
橋
支
部
新
赤
塚

分
会

「
に
り
ん
草
」
板
橋
支
部
女
性
の

会「
花
水
木
」
板
橋
支
部
仲
宿
分
会

「
北
赤
通
信
」
北
支
部
北
赤
羽
分

会

「
な
か
ま
」
北
支
部
赤
羽
分
会

「
ほ
う
お
う
」
北
支
部
豊
王
分
会

「
北
東
だ
よ
り
」
北
支
部
北
東
分

会「
主
婦
の
泉
」
北
支
部
主
婦
の
会

「
む
ぎ
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
支

部
田
柄
分
会

「
み
ち
く
さ
」
練
馬
支
部
桜
台
分

会「
か
す
が
」
練
馬
支
部
春
日
分
会

「
大
泉
東
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬

支
部
大
泉
東
分
会

「
わ
か
ば
」
練
馬
支
部
石
神
井
台

分
会

「
は
な
み
ず
き
」
練
馬
支
部
旭
町

光
が
丘
分
会

「
石
神
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
支
部
石

神
井
分
会

「
新
大
泉
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬

支
部
新
大
泉
分
会

「
た
け
の
子
」
練
馬
支
部
新
大
泉

分
会
女
性
の
会

「
ど
ん
ぐ
り
」
練
馬
支
部
早
宮
分

会「
な
か
む
ら
」
練
馬
支
部
中
村
分

会「
富
士
見
台
」
練
馬
支
部
富
士
見

台
分
会

「
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」
練
馬
支

部
女
性
の
会

「
井
戸
ば
た
か
い
ぎ
」
渋
谷
支
部

女
性
の
会

「
魁
」
中
野
支
部
の
が
た
分
会

「
か
み
さ
ぎ
」
中
野
支
部
上
鷺
宮

分
会

「
笑
い
薬
師
」
中
野
支
部
や
く
し

分
会

「
あ
ゆ
み
板
」
中
野
支
部
青
年
部

「
井
荻
タ
イ
ム
ズ
」
杉
並
支
部
井

荻
分
会

「
阿
佐
谷
だ
よ
り
」
杉
並
支
部
阿

佐
谷
分
会

「
せ
ん
な
ん
」
杉
並
支
部
泉
南
分

会「
主
婦
の
ち
か
ら
」
町
田
支
部
さ

く
ら
会

ダ
ブ
ル
受
賞
で

び
っ
く
り

西
川
哲
郎
さ
ん
（
西
多
摩
）
談

「
今
年
か
ら
私
は
支
部
の
教
宣
部

長
に
な
り
ま
し
た
。
い
き
な
り
支

部
機
関
紙
『
鉾
杉
』
が
機
関
紙
賞

と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
い

て
驚
い
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て『
忘

れ
え
ぬ
こ
と
』
で
私
自
身
が
記
事

賞
ま
で
い
た
だ
き
ダ
ブ
ル
受
賞
と

な
り
、
支
部
事
務
所
に
行
っ
た
ら

大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本

部
大
会
（
3
月
19
日
）
で
は
、
ど

う
な
る
の
か
楽
し
み
で
す
」
。

引
続
き
裁
判

の
支
援
を

野
村
和
好
さ
ん（
品
川
）談「
4

年
前
に
当
支
部
所
属
の
中
野
健
太

郎
さ
ん
へ
の
警
察
に
よ
る
違
法
取

り
調
べ
が
あ
り
、
昨
年
3
月
の
東

京
地
裁
で
は
警
察
の
賠
償
を
認
め

る
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
記
事
に
し
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
東
京
高
裁
で
逆
転
敗
訴
と

な
り
、
最
高
裁
で
の
争
い
と
な
り

ま
す
。
品
川
支
部
で
は
、
仲
間
の

み
な
さ
ん
に
支
援
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
。

く
ど
く
せ
ず

短
く
ま
と
め
る

阿
部
史
夫
さ
ん（
清
瀬
久
留
米
）

談
「
驚
き
ま
し
た
。
実
は
記
事
賞

は
2
度
目
で
す
。
以
前
、
『
忘
れ

え
ぬ
こ
と
』で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
方
が
、
う
れ
し
い
で
す
。

記
事
を
書
く
と
き
に
心
が
け
て
い

る
の
は
、
誰
で
も
わ
か
る
よ
う
に

書
く
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
く
ど
く

な
ら
な
い
よ
う
に
短
く
ま
と
め
て

書
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
。

実
力
拮
抗
し
審
査
は
接
戦

受
賞
者
し
た
皆
さ
ん
か
ら

受
賞
者
し
た
皆
さ
ん
か
ら

野村さん

セ
オ
リ
ー
守
っ
て
ひ
と
工
夫
を

西川さん

阿部さん

2月12日にけんせつプラザ東京で各支部の
代表者が出席して表彰式を行ないました


